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労働生産性の算定のお願い 

 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

平素は、当会の事業活動に格別のご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

当会は、2019 年 6 月に「北陸近未来ビジョン」を公表し、2030 年代中頃の北陸のありたい姿

として、北陸新幹線の大阪延伸等の社会インフラ整備と相まって、あらゆる分野で「デジタル革

新」が進展した『スマート・リージョン北陸』を掲げ、Society5.0の実現により少子高齢化・人

口減少社会を克服し、人々が豊かで幸せに暮らす北陸の将来像を描いております。また、この将

来像の形成に向けて、「北陸の１人当たり GRP（域内総生産）７百万円[現行の大都市圏並み]」の

達成と「多様性と一体性の両立」（ダイバーシティ＆インクルージョン）の実現の２つの目標を

掲げております。 

さて、北陸の１人当たり GRP７百万円の達成のためには、企業が生み出す付加価値額を増加さ

せる必要があります。付加価値額は、労働生産性に労働投入量を乗じて算定しますが、少子高齢

化により労働投入量の増加が見込めない中、付加価値額を増加させ、企業が持続的に発展してい

くためには、労働生産性を向上させることが必要です。そのために、当会は、AIや IoTを始めと

するデジタル化等の最先端技術の導入促進、産学官連携による人材育成、オープンイノベーショ

ンの促進等に取り組んでおります。また、会員企業各位におかれましても、自社の持続的発展の

ためには、労働生産性の向上が重要とご認識されているのではないでしょうか。 

このような問題意識の下、今回、会員企業各位に自社の労働生産性を算定いただき、北陸三県

の同業種の平均値等と比較することにより、労働生産性の更なる向上に取り組んでいただく契機

になればと考えております。 

また、労働生産性向上に関する当会の今後の取組みの参考とさせていただきたいため、誠に勝

手ではございますが、本件に関するアンケートをご用意させていただきましたので、ご協力いた

だけましたら幸甚です。 

会員企業各位には、上記の趣旨にご賛同いただくとともに、大変お忙しい中、誠に恐縮ではご

ざいますが、ご協力賜りますようよろしくお願いいたします。 

敬 具 

記 
 

１．算定方法 

以下の算式により労働生産性を算定します。 

労働生産性 ＝ 
人件費＋減価償却費＋賃借料＋租税公課＋営業利益 

雇用保険被保険者数 

詳細は、別紙１「労働生産性算定シート」、別紙２「労働生産性算定シートの項目の説明」を

ご覧ください 

なお、下記の URL（YouTube専用アカウント）に、算定方法の説明動画をアップロードいたし

ましたのでご視聴ください。 

  （URL）https://youtu.be/eUeylOmTDqc 

 

https://youtu.be/eUeylOmTDqc


 

２．アンケートへのご協力について 

別紙３「アンケートの回答項目、回答方法について」に記載の内容について、下記の URLを

クリックまたは QRコードを読み取っていただき、10月 29日（金）までにご回答ください。 

会社名は回答不要となっております。 

（URL）https://forms.office.com/r/eCv5j98ekq 

 

 

（参考） 

労働生産性を算定いただくことで以下の効果が期待できます。 

・これまで労働生産性に関する数値を把握していない会員企業各位にとっては、労働生産性

を表す指標にすることができます。 

・自社の労働生産性と北陸の同業種の平均値等と比較することにより、労働生産性に関する

現在の自社のレベルを把握することができます。 

・労働生産性を毎年継続的に算定していただくことにより、自社の労働生産性の推移を把握

することができます。 

・算定方法は、厚生労働省が定める労働関係助成金の助成額または助成率の割り増しを申請

する際の要件としている生産性要件の算定方法に準じておりますので、今回算定いただく

労働生産性は、労働関係助成金申請の際にも使用できます。 

 

＜添付資料＞ 

・労働生産性算定シート・・・・・・・・・・・・・・・・・・別紙１ 

・「労働生産性算定シート」の項目の説明・・・・・・・・・・ 別紙２ 

  ・アンケートの質問項目、回答方法について・・・・・・・・・別紙３ 

  ・厚生労働省労働関係助成金パンフレット・・・・・・・・・・別紙４ 

  ・説明動画資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・別紙５ 

  ・北陸の業種別労働生産性および全国との比較（2018年）・・・ 別紙６ 

  ・労働生産性算定に関するＱ＆Ａ・・・・・・・・・・・・・・別紙７ 

 

＜本件のお問い合わせ先＞ 

北陸経済連合会  小林 

（TEL）076-282-9530（直通） 

（メールアドレス）y.kobayashi@hokkeiren.gr.jp 

 

以  上 

 

https://forms.office.com/r/eCv5j98ekq

